
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　動画像の表示を制御する画像表示制御装置において、
　所定時間毎の動画像を構成する各静止画と該各静止画に時間的に連続する静止画との間
の対応する各画素の画素値の変化に基づいて該動画像が有害な画像であると判定するため
の条件を記憶する記憶手段と、
　所定時間毎の動画像を構成する静止画間の対応する各画素の前記画素値の変化を検出し
、該変化に基づいて該動画像が前記条件に一致する有害な動画像であるか否かを判定する
判定手段と、
　判定手段が有害な動画像であると判定した動画像を構成する所定の静止画の画像信号を
加工する加工手段と
　を備え
　

　

ことを特徴とする画像表示制御装置。
【請求項２】
　動画像の表示を制御する画像表示制御装置において、
　所定時間毎の動画像が有害な画像であると判定するための画像パターン及び該画像パタ
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、
前記記憶手段は、複数種の有害な動画像、及び該複数種の有害な動画像がそれぞれ悪影

響を及ぼす病気の種類を対応付けて記憶する手段を有し、
前記判定手段は、病気の種類の指定を受け付ける手段と、所定時間毎の動画像が、指定

された種類の病気に悪影響を及ぼす有害な動画像であるか否かを判定する手段とを有する



ーンの繰り返し回数を記憶する記憶手段と、
　所定時間毎の動画像が、前記画像パターンが前記繰り返し回数以上繰り返される有害な
動画像であるか否かを判定する判定手段と、
　判定手段が有害な動画像であると判定した動画像を構成する所定の静止画の画像信号を
加工する加工手段と
　を備えたことを特徴とする画像表示制御装置。
【請求項３】
　複数種の加工処理のそれぞれの手順を記憶する手段と、該複数種の中からの選択を受け
付ける手段とを備え、前記加工手段が、前記判定手段により有害な動画像であると判定さ
れた場合、選択された加工処理の手順に従って、該動画像を構成する所定の静止画の画像
信号を加工する手段である請求項１又は２に記載の画像表示制御装置。
【請求項４】
　所定時間毎の動画像を構成する静止画間の対応する各画素の前記画素値の変化の検出結
果を出力する手段を備えた請求項１又は３に記載の画像表示制御装置。
【請求項５】
　動画像の表示を制御する画像表示制御装置において、
　所定時間毎の動画像を構成する各静止画と該各静止画に時間的に連続する静止画との間
の対応する各画素の画素値の変化に基づいて該動画像が有害な画像であると判定するため
の条件を記憶する第１の記憶手段と、
　所定時間毎の動画像を構成する静止画間の対応する各画素の前記画素値の変化を検出し
、該変化に基づいて該動画像が前記条件に一致する有害な画像であるか否かを判定する判
定手段と、
　有害な動画像の出現を予告するメッセージを記憶する第２の記憶手段と、
　判定手段が有害な動画像であると判定した場合、該動画像を表示する前の所定の時期に
前記メッセージが表示されるように制御する制御手段と
　を備えたことを特徴とする画像表示制御装置。
【請求項６】
　画像表示装置による動画像の表示を制御する画像表示制御装置において、
　所定時間毎の動画像を構成する各静止画と該各静止画に時間的に連続する静止画との間
の対応する各画素の画素値の変化に基づいて該動画像が有害な画像であると判定するため
の条件を記憶する第１の記憶手段と、
　静止画を記憶する第２の記憶手段と、
　所定時間毎の動画像を構成する静止画間の対応する各画素の前記画素値の変化を検出し
、該変化に基づいて該動画像が前記条件に一致する有害な画像であるか否かを判定する判
定手段と、
　判定手段が有害な動画像であると判定した場合、該動画像を構成する所定の静止画に代
えて、第２の記憶手段が記憶している静止画が表示されるように制御する制御手段と
　を備え
　

　

ことを特徴とする画像表示制御装置。
【請求項７】
　動画像の表示を制御する画像表示制御装置において、
　所定時間毎の動画像を構成する各静止画と該各静止画に時間的に連続する静止画との間
の対応する各画素の画素値の変化に基づいて該動画像が有害な画像であると判定するため
の条件を記憶する記憶手段と、
　所定時間毎の動画像を構成する静止画間の対応する各画素の前記画素値の変化を検出し
、該変化に基づいて該動画像が前記条件に一致する有害な画像であるか否かを判定する判
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、
前記記憶手段は、複数種の有害な動画像、及び該複数種の有害な動画像がそれぞれ悪影

響を及ぼす病気の種類を対応付けて記憶する手段を有し、
前記判定手段は、病気の種類の指定を受け付ける手段と、所定時間毎の動画像が、指定

された種類の病気に悪影響を及ぼす有害な動画像であるか否かを判定する手段とを有する



定手段と、
　判定手段が有害な動画像であると判定した場合は、画像表示装置の電源が切断されるよ
うに制御する制御手段と
　を備え
　

　

ことを特徴とする画像表示制御装置。
【請求項８】
　前記記憶手段が、複数種の有害な動画像、及び該複数種の有害な動画像がそれぞれ悪影
響を及ぼす病気の種類を対応付けて記憶する手段を有し、前記判定手段が、病気の種類の
指定を受け付ける手段と、所定時間毎の動画像が、指定された種類の病気に悪影響を及ぼ
す有害な動画像であるか否かを判定する手段とを有する請求項 記載の画像表示制
御装置。
【請求項９】
　前記画像表示制御装置が、画像表示装置であるテレビジョン受像機での画像の表示を制
御する装置であって、
　テレビジョン受像機に送信されてきたテレビジョン信号を所定量ずつ、静止画の連続か
らなる動画像の画像信号へ変換する信号変換手段と、
　変換した動画像の画像信号を記憶する記憶手段と、静止画の連続からなる動画像の画像
信号をテレビジョン信号へ変換してテレビジョン受像機へ出力する出力手段と
　を備えた請求項１乃至８のいずれかに記載の画像表示制御装置。
【請求項１０】
　テレビジョン受像機による画像の表示を制御する画像表示制御装置において、
　所定時間毎の動画像を構成する各静止画と該各静止画に時間的に連続する静止画との間
の対応する各画素の画素値の変化に基づいて該動画像が有害な画像であると判定するため
の条件を記憶する第１の記憶手段と、
　テレビジョン受像機に送信されてきたテレビジョン信号を所定量ずつ、静止画の連続か
らなる動画像の画像信号へ変換する信号変換手段と、
　変換した動画像の画像信号を記憶する第２の記憶手段と、
　所定時間毎の動画像を構成する静止画間の対応する各画素の前記画素値の変化を検出し
、該変化に基づいて該動画像が前記条件に一致する有害な画像であるか否かを判定する判
定手段と、
　判定手段が有害な動画像であると判定した場合はテレビジョン受像機に、画面の輝度を
低下させる制御手段と、
　静止画の連続からなる動画像の画像信号をテレビジョン信号へ変換してテレビジョン受
像機へ出力する出力手段と
　を備え
　

　

ことを特徴とする画像表示制御装置。
【請求項１１】
　テレビジョン受像機による画像の表示を制御する画像表示制御装置において、
　所定時間毎の動画像を構成する各静止画と該各静止画に時間的に連続する静止画との間
の対応する各画素の画素値の変化に基づいて該動画像が有害な画像であると判定するため
の条件を記憶する第１の記憶手段と、
　テレビジョン受像機に送信されてきたテレビジョン信号を所定量ずつ、静止画の連続か

10

20

30

40

50

(3) JP 3847006 B2 2006.11.15

、
前記記憶手段は、複数種の有害な動画像、及び該複数種の有害な動画像がそれぞれ悪影

響を及ぼす病気の種類を対応付けて記憶する手段を有し、
前記判定手段は、病気の種類の指定を受け付ける手段と、所定時間毎の動画像が、指定

された種類の病気に悪影響を及ぼす有害な動画像であるか否かを判定する手段とを有する

２又は５

、
前記第１の記憶手段は、複数種の有害な動画像、及び該複数種の有害な動画像がそれぞ

れ悪影響を及ぼす病気の種類を対応付けて記憶する手段を有し、
前記判定手段は、病気の種類の指定を受け付ける手段と、所定時間毎の動画像が、指定

された種類の病気に悪影響を及ぼす有害な動画像であるか否かを判定する手段とを有する



らなる動画像の画像信号へ変換する信号変換手段と、
　変換した動画像の画像信号を記憶する第２の記憶手段と、
　所定時間毎の動画像を構成する静止画間の対応する各画素の前記画素値の変化を検出し
、該変化に基づいて該動画像が前記条件に一致する有害な画像であるか否かを判定する判
定手段と、
　判定手段が有害な動画像であると判定した場合はテレビジョン受像機に他のチャンネル
へ変更させる制御手段と、
　静止画の連続からなる動画像の画像信号をテレビジョン信号へ変換してテレビジョン受
像機へ出力する出力手段と
　を備えたことを特徴とする画像表示制御装置。
【請求項１２】
　動画像の表示をコンピュータが制御する画像表示システムで使用され、コンピュータで
の読み取りが可能な記録媒体において、
　前記コンピュータに、所定時間毎の動画像を構成する各静止画と該各静止画に時間的に
連続する静止画との間の対応する各画素の画素値の変化に基づいて該動画像が有害な画像
であると判定するための条件を記憶させる プログラムコード手段と、
　前記コンピュータに、所定時間毎の動画像を構成する静止画間の対応する各画素の前記
画素値の変化を検出させ、該変化に基づいて該動画像が前記条件に一致する有害な画像で
あるか否かを判定させる プログラムコード手段と、
　前記コンピュータに、有害な動画像であると判定された動画像を構成する所定の静止画
の画像信号を加工させる プログラムコード手段と
　を含み
　

　

ことを特徴とする記録媒体。
【請求項１３】
　所定時間毎の動画像を構成する各静止画と該各静止画に時間的に連続する静止画との間
の対応する各画素の画素値の変化に基づいて該動画像が有害な画像であると判定するため
の条件を記憶しているコンピュータが動画像の表示を制御する画像表示システムで使用さ
れ、コンピュータでの読み取りが可能な記録媒体において、
　前記コンピュータに、所定時間毎の動画像を構成する各静止画と該各静止画に時間的に
連続する静止画との間の対応する各画素の画素値の変化を検出させ、該変化に基づいて該
動画像が前記条件に一致する有害な画像であるか否かを判定させる プログラムコー
ド手段と、
　前記コンピュータに、有害な動画像であると判定された動画像を構成する所定の静止画
の画像信号を加工させる プログラムコード手段と
　を含み
　

　

ことを特徴とする記録媒体。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、パーソナル・コンピュータ、テレビジョン受像機等で表示するアニメーション
のような動画像に、例えば短時間に画像の輝度、色彩がめまぐるしく変化するシーン、渦
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第１の

第２の

第３の
、

前記第１のプログラムコード手段は、前記コンピュータに、複数種の有害な動画像、及
び該複数種の有害な動画像がそれぞれ悪影響を及ぼす病気の種類を対応付けて記憶させる
ようにしてあり、

前記第２のプログラムコード手段は、前記コンピュータに、病気の種類の指定を受け付
けさせ、所定時間毎の動画像が、指定された種類の病気に悪影響を及ぼす有害な動画像で
あるか否かを判定させるようにしてある

第１の

第２の
、

前記コンピュータに、複数種の有害な動画像、及び該複数種の有害な動画像がそれぞれ
悪影響を及ぼす病気の種類を対応付けて記憶させ、

前記第２のプログラムコード手段は、前記コンピュータに、病気の種類の指定を受け付
けさせ、所定時間毎の動画像が、指定された種類の病気に悪影響を及ぼす有害な動画像で
あるか否かを判定させるようにしてある



巻、モザイクのような画像パターンが繰り返されるシーン等、視聴者に悪影響を及ぼす有
害なシーンが含まれている場合に、このようなシーンの画像を加工したり、表示対象から
除外したり、他の静止画と交換したりする等して視聴者に及ぼす悪影響を回避する画像表
示制御装置及び画像表示制御のコンピュータプログラムが記録されている記録媒体に関す
る。
【０００２】
【従来の技術】
高度なコンピュータ・グラフィックス、アニメーション技術等を用いて作られた、例えば
テレビジョン用の動画像は、１秒間に３０フレームの画像が表示される動画像である。こ
のようなテレビジョン用の動画像の視聴者が、短時間での画像の輝度、色彩等の激しい変
化、又は渦巻のようなパターンの繰り返しが原因で、めまい、てんかん等の知覚障害を引
き起こしたと推定される事件が起きている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
従来では、上述のような被害が実際に発生してから、該当する動画像を検討して原因を究
明し、短時間での輝度、色彩等の激しい変化、又は渦巻のようなパターンの繰り返し等、
知覚障害を引き起こした原因と推測される画像を動画像から排除させる勧告を出して、製
作側の自粛を求めるしかなかった。
【０００４】
また、テレビジョン受像機は放送局から送信されてきた画像を忠実に再現するだけである
ので、有害な画像を放送局側がチェックして削除するか、送信する画像信号に有害な画像
を含む画像であることを示す信号を付加して視聴者に視聴するか否かを選択させる等しな
い限り、視聴者は有害な画像の表示に対して無防備である。
【０００５】
本発明はこのような問題点を解決するためになされたものであって、短時間で輝度、色彩
等が激しく変化する動画像、又は渦巻のような画像パターンが繰り返される動画像のよう
な有害な動画像が、表示しようとする動画像に含まれている場合は、画像信号を加工する
、有害の原因となっている静止画を削除する、この静止画を他の静止画に交換する、有害
な動画像を表示する前に予告メッセージを表示させる、画像表示装置の電源を切断させる
、画面輝度を低下させる、チャンネルを変更させる等により、有害な画像が視聴者に及ぼ
す被害を回避する画像表示制御装置、及びこのような画像表示制御のコンピュータプログ
ラムが記録されている記録媒体の提供を目的とする。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
　第１発明の画像表示制御装置は、動画像の表示を制御する画像表示制御装置において、
所定時間毎の動画像を構成する各静止画と該各静止画に時間的に連続する静止画との間の
対応する各画素の画素値の変化に基づいて該動画像が有害な画像であると判定するための
条件を記憶する記憶手段と、所定時間毎の動画像を構成する静止画間の対応する各画素の
前記画素値の変化を検出し、該変化に基づいて該動画像が前記条件に一致する有害な動画
像であるか否かを判定する判定手段と、判定手段が有害な動画像であると判定した動画像
を構成する所定の静止画の画像信号を加工する加工手段とを備え

ことを特徴とする。
【０００７】
第１発明では、例えば１秒毎の動画像を構成する、時間的に連続する静止画の間の対応す
る各画素のＲ (Red) Ｇ (Green) Ｂ (Blue)、Ｈ (Hue) Ｓ (Saturation)Ｖ (Value) 等の画素値
の変化を検出し、この変化に基づいてこの動画像が有害な動画像であるか否かを判定し、
有害であると判定した動画像を構成する静止画のうち、有害の原因となっている所定の静
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、前記記憶手段は、複数
種の有害な動画像、及び該複数種の有害な動画像がそれぞれ悪影響を及ぼす病気の種類を
対応付けて記憶する手段を有し、前記判定手段は、病気の種類の指定を受け付ける手段と
、所定時間毎の動画像が、指定された種類の病気に悪影響を及ぼす有害な動画像であるか
否かを判定する手段とを有する



止画の画像信号に、平滑化、スロー表示、モザイク表示等する加工処理を施す。
これにより、短時間で輝度、色彩等が激しく変化するような有害な動画像が視聴者に及ぼ
す被害を回避する。
【０００８】
第２発明の画像表示制御装置は、動画像の表示を制御する画像表示制御装置において、所
定時間毎の動画像が有害な画像であると判定するための画像パターン及び該画像パターン
の繰り返し回数を記憶する記憶手段と、所定時間毎の動画像が、前記画像パターンが前記
繰り返し回数以上繰り返される有害な動画像であるか否かを判定する判定手段と、判定手
段が有害な動画像であると判定した動画像を構成する所定の静止画の画像信号を加工する
加工手段とを備えたことを特徴とする。
【０００９】
第２発明では、例えば１秒毎の動画像が、渦巻、ノイズ、モザイク等の画像パターンが所
定の繰り返し回数以上、繰り返されている有害な動画像であるか否かを判定し、有害であ
ると判定した動画像を構成する静止画のうち、有害の原因となっている画像パターンを含
む静止画の画像信号に、スロー表示、モザイク表示する等の加工処理を施す。
これにより、渦巻、ノイズ、モザイクのような画像パターンの繰り返しを含む動画像のよ
うな有害な動画像が視聴者に与える被害を回避する。
【００１０】
第３発明の画像表示制御装置は、複数種の加工処理のそれぞれの手順を記憶する手段と、
該複数種の中からの選択を受け付ける手段とを備え、前記加工手段が、前記判定手段によ
り有害な動画像であると判定された場合、選択された加工処理の手順に従って、該動画像
を構成する所定の静止画の画像信号を加工する手段であることを特徴とする。
【００１１】
第３発明では、第１又は第２発明において、平滑化、削除、スロー表示、モザイク表示等
の複数種の加工処理のそれぞれの手順を記憶しておき、複数種の加工処理の中から選択さ
れた加工処理を、有害な動画像に施す。
これにより、有害な動画像を、健康状態のようなユーザの条件に応じて有害でない画像へ
加工することを可能し、有害な動画像が特定の視聴者に与える被害を回避する。
【００１２】
第４発明の画像表示制御装置は、所定時間毎の動画像を構成する静止画間の対応する各画
素の前記画素値の変化の検出結果を出力する手段を備えたことを特徴とする。
【００１３】
第４発明では、例えば１秒毎の動画像を構成する、時間的に連続する静止画の間の対応す
る各画素のＲＧＢ、ＨＳＶ等の画素値の変化の検出結果を出力する。これにより、有害な
動画像を新たに特定できた場合、ユーザは検出された変化を参照して有害な動画像である
か否かを判定するための条件を追加登録することができる。
【００１４】
第５発明の画像表示制御装置は、動画像の表示を制御する画像表示制御装置において、所
定時間毎の動画像を構成する各静止画と該各静止画に時間的に連続する静止画との間の対
応する各画素の画素値の変化に基づいて該動画像が有害な画像であると判定するための条
件を記憶する第１の記憶手段と、所定時間毎の動画像を構成する静止画間の対応する各画
素の前記画素値の変化を検出し、該変化に基づいて該動画像が前記条件に一致する有害な
画像であるか否かを判定する判定手段と、有害な動画像の出現を予告するメッセージを記
憶する第２の記憶手段と、判定手段が有害な動画像であると判定した場合、該動画像を表
示する前の所定の時期に前記メッセージが表示されるように制御する制御手段とを備えた
ことを特徴とする。
【００１５】
第５発明では、例えば１秒毎の動画像を構成する、時間的に連続する静止画の間の対応す
る各画素のＲＧＢ、ＨＳＶ等の画素値の変化を検出し、この変化に基づいてこの動画像が
有害な動画像であるか否かを判定し、有害であると判定した場合は有害な動画像が表示さ
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れる前の所定の時期に予告メッセージを表示させる。
これにより、短時間で輝度、色彩等が激しく変化するような動画像の出現を予告して有害
な動画像が視聴者に与える被害を回避する。
【００１６】
　第６発明の画像表示制御装置は、画像表示装置による動画像の表示を制御する画像表示
制御装置において、所定時間毎の動画像を構成する各静止画と該各静止画に時間的に連続
する静止画との間の対応する各画素の画素値の変化に基づいて該動画像が有害な画像であ
ると判定するための条件を記憶する第１の記憶手段と、静止画を記憶する第２の記憶手段
と、所定時間毎の動画像を構成する静止画間の対応する各画素の前記画素値の変化を検出
し、該変化に基づいて該動画像が前記条件に一致する有害な画像であるか否かを判定する
判定手段と、判定手段が有害な動画像であると判定した場合、該動画像を構成する所定の
静止画に代えて、第２の記憶手段が記憶している静止画が表示されるように制御する制御
手段とを備え

ことを特徴とする。
【００１７】
第６発明では、例えば１秒毎の動画像を構成する、時間的に連続する静止画の間の対応す
る各画素のＲＧＢ、ＨＳＶ等の画素値の変化を検出し、この変化に基づいてこの動画像が
有害な動画像であるか否かを判定し、有害であると判定した動画像を構成する、有害の原
因となっている静止画の代わりに、他の静止画を表示させる。これにより、短時間で輝度
、色彩等が激しく変化するような動画像を表示せずに、有害な動画像が視聴者に与える被
害を回避する。
【００１８】
　第７発明の画像表示制御装置は、動画像の表示を制御する画像表示制御装置において、
所定時間毎の動画像を構成する各静止画と該各静止画に時間的に連続する静止画との間の
対応する各画素の画素値の変化に基づいて該動画像が有害な画像であると判定するための
条件を記憶する記憶手段と、所定時間毎の動画像を構成する静止画間の対応する各画素の
前記画素値の変化を検出し、該変化に基づいて該動画像が前記条件に一致する有害な画像
であるか否かを判定する判定手段と、判定手段が有害な動画像であると判定した場合は、
画像表示装置の電源が切断されるように制御する制御手段とを備え

ことを特徴とする。
【００１９】
第７発明では、例えば１秒毎の動画像を構成する、時間的に連続する静止画の間の対応す
る各画素のＲＧＢ、ＨＳＶ等の画素値の変化を検出し、この変化に基づいてこの動画像が
有害な動画像であるか否かを判定し、有害であると判定した場合は、画像処理装置の電源
を切断させる。
これにより、短時間で輝度、色彩等が激しく変化するような動画像を含む動画像を表示せ
ずに、有害な動画像が視聴者に与える被害を回避する。
【００２０】
第８発明の画像表示制御装置は、前記記憶手段が、複数種の有害な動画像、及び該複数種
の有害な動画像がそれぞれ悪影響を及ぼす病気の種類を対応付けて記憶する手段を有し、
前記判定手段が、病気の種類の指定を受け付ける手段と、所定時間毎の動画像が、指定さ
れた種類の病気に悪影響を及ぼす有害な動画像であるか否かを判定する手段とを有するこ
とを特徴とする。
【００２１】
第８発明では、短時間に輝度が目まぐるしく変化する動画像、色彩が目まぐるしく変化す
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、前記記憶手段は、複数種の有害な動画像、及び該複数種の有害な動画像が
それぞれ悪影響を及ぼす病気の種類を対応付けて記憶する手段を有し、前記判定手段は、
病気の種類の指定を受け付ける手段と、所定時間毎の動画像が、指定された種類の病気に
悪影響を及ぼす有害な動画像であるか否かを判定する手段とを有する

、前記記憶手段は、複
数種の有害な動画像、及び該複数種の有害な動画像がそれぞれ悪影響を及ぼす病気の種類
を対応付けて記憶する手段を有し、前記判定手段は、病気の種類の指定を受け付ける手段
と、所定時間毎の動画像が、指定された種類の病気に悪影響を及ぼす有害な動画像である
か否かを判定する手段とを有する



る動画像、渦巻のような画像パターンが繰り返される動画像等、複数種の有害な動画像と
、それぞれの動画像が悪影響を及ぼすめまい、てんかん等の病気の種類とを記憶しておき
、例えば１秒毎の動画像が、指定された種類の病気に悪影響を及ぼす動画像であるか否か
を判定する。
これにより、指定された種類の病気、即ちユーザの病歴に応じた有害な動画像を、有害で
ない画像へ加工したり、表示対象から除外する等して、有害な動画像が特定の視聴者に与
える被害を回避する。
【００２２】
第９発明の画像表示制御装置は、前記画像表示制御装置が、画像表示装置であるテレビジ
ョン受像機での画像の表示を制御する装置であって、テレビジョン受像機に送信されてき
たテレビジョン信号を所定量ずつ、静止画の連続からなる動画像の画像信号へ変換する信
号変換手段と、変換した動画像の画像信号を記憶する記憶手段と、静止画の連続からなる
動画像の画像信号をテレビジョン信号へ変換してテレビジョン受像機へ出力する出力手段
とを備えたことを特徴とする。
【００２３】
第９発明では、テレビジョン受像機へ送信されてきたテレビジョン信号を所定量ずつ、静
止画の連続からなる動画像の画像信号へ変換して第１乃至第９発明のいずれかを適用し、
有害な画像と判定した場合は、有害の原因となっている静止画の画像信号を加工したり、
表示対象から除外する等した後、静止画の連続からなる動画像の画像信号をテレビジョン
信号へ変換してテレビジョン受像機へ出力する。
これにより、画像表示制御装置を、汎用のテレビジョン受像機に外付けするか、又は内蔵
することで、短時間で輝度、色彩等が激しく変化する動画像、渦巻、ノイズ、モザイクの
ような画像パターンの繰り返しを含む動画像等の有害な動画像が視聴者に与える被害を回
避する。
【００２４】
　第１０発明の画像表示制御装置は、テレビジョン受像機による画像の表示を制御する画
像表示制御装置において、所定時間毎の動画像を構成する各静止画と該各静止画に時間的
に連続する静止画との間の対応する各画素の画素値の変化に基づいて該動画像が有害な画
像であると判定するための条件を記憶する第１の記憶手段と、テレビジョン受像機に送信
されてきたテレビジョン信号を所定量ずつ、静止画の連続からなる動画像の画像信号へ変
換する信号変換手段と、変換した動画像の画像信号を記憶する第２の記憶手段と、所定時
間毎の動画像を構成する静止画間の対応する各画素の前記画素値の変化を検出し、該変化
に基づいて該動画像が前記条件に一致する有害な画像であるか否かを判定する判定手段と
、判定手段が有害な動画像であると判定した場合はテレビジョン受像機に、画面の輝度を
低下させる制御手段と、静止画の連続からなる動画像の画像信号をテレビジョン信号へ変
換してテレビジョン受像機へ出力する出力手段とを備え

ことを特徴とする。
【００２５】
第１０発明では、例えば１秒毎の動画像を構成する、時間的に連続する静止画の間の対応
する各画素のＲＧＢ、ＨＳＶ等の画素値の変化を検出し、この変化に基づいてこの動画像
が有害な動画像であるか否かを判定し、有害であると判定した場合は、テレビジョン受像
機に画面の輝度を低下させるべく制御するとともに、静止画の連続からなる動画像の画像
信号をテレビジョン信号へ変換してテレビジョン受像機へ出力する。
これにより、画像表示制御装置を、汎用のテレビジョン受像機に外付けするか、又は内蔵
することで、短時間で輝度、色彩等が激しく変化する動画像、渦巻、ノイズ、モザイクの
ような画像パターンの繰り返しを含む動画像等の有害な動画像を薄暗く表示して視聴者に
与える被害を回避する。
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、前記第１の記憶手段は、複数種
の有害な動画像、及び該複数種の有害な動画像がそれぞれ悪影響を及ぼす病気の種類を対
応付けて記憶する手段を有し、前記判定手段は、病気の種類の指定を受け付ける手段と、
所定時間毎の動画像が、指定された種類の病気に悪影響を及ぼす有害な動画像であるか否
かを判定する手段とを有する



【００２６】
第１１発明の画像表示制御装置は、テレビジョン受像機による画像の表示を制御する画像
表示制御装置において、所定時間毎の動画像を構成する各静止画と該各静止画に時間的に
連続する静止画との間の対応する各画素の画素値の変化に基づいて該動画像が有害な画像
であると判定するための条件を記憶する第１の記憶手段と、テレビジョン受像機に送信さ
れてきたテレビジョン信号を所定量ずつ、静止画の連続からなる動画像の画像信号へ変換
する信号変換手段と、変換した動画像の画像信号を記憶する第２の記憶手段と、所定時間
毎の動画像を構成する静止画間の対応する各画素の前記画素値の変化を検出し、該変化に
基づいて該動画像が前記条件に一致する有害な画像であるか否かを判定する判定手段と、
判定手段が有害な動画像であると判定した場合はテレビジョン受像機に他のチャンネルへ
変更させる制御手段と、静止画の連続からなる動画像の画像信号をテレビジョン信号へ変
換してテレビジョン受像機へ出力する出力手段とを備えたことを特徴とする。
【００２７】
第１１発明では、例えば１秒毎の動画像を構成する、時間的に連続する静止画の間の対応
する各画素のＲＧＢ、ＨＳＶ等の画素値の変化を検出し、この変化に基づいてこの動画像
が有害な動画像であるか否かを判定し、有害であると判定した場合は、テレビジョン受像
機にチャンネルを変更させるべく制御するとともに、静止画の連続からなる動画像の画像
信号をテレビジョン信号へ変換してテレビジョン受像機へ出力する。
これにより、画像表示制御装置を、汎用のテレビジョン受像機に外付けするか、又は内蔵
することで、短時間で輝度、色彩等が激しく変化する動画像、渦巻、ノイズ、モザイクの
ような画像パターンの繰り返しを含む動画像等の有害な動画像を表示せずにチャンネルを
変更させて視聴者に与える被害を回避する。
【００２８】
　第１２発明の記録媒体は、動画像の表示をコンピュータが制御する画像表示システムで
使用され、コンピュータでの読み取りが可能な記録媒体において、前記コンピュータに、
所定時間毎の動画像を構成する各静止画と該各静止画に時間的に連続する静止画との間の
対応する各画素の画素値の変化に基づいて該動画像が有害な画像であると判定するための
条件を記憶させる プログラムコード手段と、前記コンピュータに、所定時間毎の動
画像を構成する静止画間の対応する各画素の前記画素値の変化を検出させ、該変化に基づ
いて該動画像が前記条件に一致する有害な画像であるか否かを判定させる プログラ
ムコード手段と、前記コンピュータに、有害な動画像であると判定された動画像を構成す
る所定の静止画の画像信号を加工させる プログラムコード手段とを含み

ことを特徴とする。
【００２９】
　第１３発明の記録媒体は、所定時間毎の動画像を構成する各静止画と該各静止画に時間
的に連続する静止画との間の対応する各画素の画素値の変化に基づいて該動画像が有害な
画像であると判定するための条件を記憶しているコンピュータが動画像の表示を制御する
画像表示システムで使用され、コンピュータでの読み取りが可能な記録媒体において、前
記コンピュータに、所定時間毎の動画像を構成する各静止画と該各静止画に時間的に連続
する静止画との間の対応する各画素の画素値の変化を検出させ、該変化に基づいて該動画
像が前記条件に一致する有害な画像であるか否かを判定させる プログラムコード手
段と、前記コンピュータに、有害な動画像であると判定された動画像を構成する所定の静
止画の画像信号を加工させる プログラムコード手段とを含み
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第１の

第２の

第３の 、前記第１
のプログラムコード手段は、前記コンピュータに、複数種の有害な動画像、及び該複数種
の有害な動画像がそれぞれ悪影響を及ぼす病気の種類を対応付けて記憶させるようにして
あり、前記第２のプログラムコード手段は、前記コンピュータに、病気の種類の指定を受
け付けさせ、所定時間毎の動画像が、指定された種類の病気に悪影響を及ぼす有害な動画
像であるか否かを判定させるようにしてある

第１の

第２の 、前記コンピュータに
、複数種の有害な動画像、及び該複数種の有害な動画像がそれぞれ悪影響を及ぼす病気の
種類を対応付けて記憶させ、前記第２のプログラムコード手段は、前記コンピュータに、
病気の種類の指定を受け付けさせ、所定時間毎の動画像が、指定された種類の病気に悪影



ことを特徴とする。
【００３０】
第１２及び第１３発明では、コンピュータが記録媒体のコンピュータプログラムを読み取
り、例えば１秒毎の動画像を構成する、時間的に連続する静止画の間の対応する各画素の
ＲＧＢ、ＨＳＶ等の画素値の変化を検出し、この変化に基づいてこの動画像が有害な動画
像であるか否かを判定し、有害であると判定した動画像を構成する静止画のうち、有害の
原因となっている所定の静止画の画像信号に、平滑化、スロー表示、モザイク表示等する
加工処理を施す。
また第１３発明では、有害な動画像を判定して、有害の原因となっている所定の静止画の
画像信号に加工処理を施すコンピュータプログラムは、有害な動画像であると判定するた
めの条件を格納している記録媒体と別の記録媒体に格納しても、同一の記録媒体に格納し
てもよい。
これにより、短時間で輝度、色彩等が激しく変化するような有害な画像が視聴者に与える
被害を回避する画像表示制御のコンピュータプログラムを、 CD-ROM、 MO等の可搬型記録媒
体、又は回線経由で提供することができる。
【００３１】
【発明の実施の形態】
図１は本発明の実施の形態１のブロック図である。
メモリ１には、フレーム間の輝度の変化、色彩の変化が大きいドット（以下、フラッシュ
・ドットという）をＲＧＢ、ＨＳＶのような画素値のいずれか又は全ての変化に基づいて
検出するための変化量又は変化の割合、時間的に連続するフレームとの輝度の変化、色彩
の変化が大きいフレーム（以下、フラッシュ・フレームという）を検出するための１フレ
ームにおけるフラッシュ・ドットの数又は割合、さらに１秒相当の３０フレームの静止画
からなる動画像が視聴者にとって有害であるか否かを判定するための３０フレームにおけ
るフラッシュ・フレームの数又は割合等からなる判定条件が記憶されている。
【００３２】
また、メモリ１には、渦巻、ノイズ、モザイク等、視聴者にとって有害である画像パター
ン及びこの画像パターンを含む動画像が有害であると判定すべき画像パターンの繰り返し
回数が記憶されている。
なお、メモリ１には、判定条件と画像パターンとの両方が記憶されていても、またいずれ
か一方が記憶されていてもよい。
【００３３】
判定部２は、ビデオ、コンピュータ・グラフィックス、アニメーション等の動画像の画像
信号を、１秒あたり３０フレームの静止画の画像信号にコンバートし、メモリ１に記憶さ
れている判定条件を参照して、時間的に連続する静止画間の対応する各ドットのＲＧＢ、
ＨＳＶのような画素値のいずれか又は全ての変化量又は変化の割合が所定値以上であるフ
ラッシュ・ドットを検出し、１フレームの静止画にフラッシュ・ドットが所定数又は所定
の割合以上含まれるフラッシュ・フレームを検出し、１秒相当の３０フレームの動画像の
中に含まれるフラッシュ・フレームの数又は割合に基づいて、この動画像が視聴者にとっ
て有害であるか否かを判定する。
【００３４】
また、判定部２は、メモリ１に記憶されている画像パターン及びその繰り返し回数を参照
して、３０フレームの静止画に、有害な画像パターンが所定回数以上繰り返されているか
否かを検出して、３０フレームの静止画からなる動画像が視聴者にとって有害であるか否
かを判定する。有害でないと判定した場合、判定部２は３０フレームの静止画を画像表示
装置へ出力するが、有害であると判定した場合、判定部２は３０フレームの静止画を加工
部３へ出力する。
【００３５】
図２は、判定の一例の概念図である。
図２では、時間的に連続するフレームの対応するドットにおいて、ＲＧＢ、ＨＳＶの変化
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量又は変化の割合が所定値より大きい、即ち変化の大きい場合が×、変化量又は変化の割
合が所定値より小さい、即ち変化の小さい場合が○で表されている。
さらに、ＲＧＢ、ＨＳＶのうち、変化が大きい要素が４個以上であるドットはフラッシュ
・ドット（×）、３個以下であるドットは変化が少ないドット（○）であるという“Ｒｅ
ｓｕｌｔ”が得られる。
【００３６】
このようにして検出した１フレームにおけるフラッシュ・ドットの数又は割合が所定値以
上であるフラッシュ・フレームを検出し、３０フレームにおけるフラッシュ・フレームの
数又は割合が所定値以上である場合、この動画像を有害であると判定する。
以上のような検出結果は表形式で出力することも可能である。これにより、有害な画像が
新たに特定できた場合、ユーザはこの表を参照して新たな判定条件をメモリ１に記憶させ
ることができる。
【００３７】
加工部３は、判定部２が有害であると判定した動画像の、有害の原因となっているフラッ
シュ・フレームの静止画に、平均加算、平滑化、スロー表示、モザイク表示等の加工処理
を施す。
なお、これらの加工処理は、いずれかをデフォルトとして設定しておいても、また複数の
加工処理のそれぞれの手順を記憶しておき、複数の中からユーザに選択させてもよい。
【００３８】
図３は、加工処理の一例の概念図である。
有害であると判定されたフレームＡ，Ｂ，…の動画像において、変化が大きいフレームＣ
とフレームＤとが有害の原因（ＮＧ）となっている場合、フレームＣの静止画とフレーム
Ｄの静止画との対応する各画素間において画素値を平均加算した静止画のフレームＣ（ｐ
）とフレームＤ（ｐ）に、フレームＣ及びフレームＤを置き換える。
【００３９】
図４は実施の形態２のブロック図である。
なお、図１の実施の形態１と同一部分には同一符号を付してその説明を省略する。本形態
が実施の形態１と異なるのは、判定部２が３０フレーム分の動画像を有害であると判定し
た場合に、画像は加工せず、画像表示装置の電源を切断させる制御部４を設けた点である
。
【００４０】
図５は実施の形態３のブロック図である。
なお、図１の実施の形態１と同一部分には同一符号を付してその説明を省略する。本形態
が実施の形態１と異なるのは、第２メモリ５に、有害な動画像の表示を予告するメッセー
ジ、又は他の静止画を記憶しておき、判定部２が３０フレーム分の動画像を有害であると
判定した場合に、画像は加工せず、有害な３０フレームを表示する前の所定の時期に、第
２メモリ５から読み出した予告のメッセージを画像表示装置に表示させるか、又は３０フ
レームのうち、有害の原因となっている静止画の代わりに、第２メモリ５から読み出した
静止画を画像表示装置に表示させるべく制御する制御部４を設けた点である。なお、予告
のためのメッセージ、代わりの静止画は、入力部を設けて入力するようにしてもよい。
【００４１】
図６は実施の形態４のブロック図である。
なお、図１の実施の形態１と同一部分には同一符号を付してその説明を省略する。本形態
が実施の形態１と異なるのは、メモリ６に、複数種の有害な動画像を判定するための複数
種の判定条件又は複数種の画像パターンと、それぞれの判定条件又は画像パターンが悪影
響を及ぼす病気の種類の情報とを対応付けて記憶しておき、判定部２は、視聴者からの病
気の種類の指定を受け付け、メモリ６を参照して、指定された種類の病気に悪影響を及ぼ
す有害な動画像を判定するための判定条件、又は画像パターンに基づいて動画像が有害で
あるか否かを判定する点である。
従って、視聴者の病歴にとって有害な種類の動画像を判定して、特定の視聴者に与える被
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害を回避することができる。
【００４２】
なお、以上のような構成の画像表示制御装置１０を、図７及び図８に示すようにテレビジ
ョン受像機２０に外付けするか、又はテレビジョン受像機２０に内蔵してもよい。
その場合、テレビジョン受像機２０へ送信されてきたテレビジョン信号を、１秒あたり３
０フレームの静止画へコンバートする信号変換部７と、少なくとも３０フレームの静止画
を格納する第２メモリ８と、判定部２により有害でないと判定された第２メモリ８の３０
フレームの静止画又は有害であると判定されて加工部３で加工された静止画を含む３０フ
レームの静止画をテレビジョン信号へコンバートしてテレビジョン受像機２０へ出力する
か、又は有害であると判定された場合に制御部４から出力された、テレビジョン受像機２
０の電源を切断する信号、テレビジョン受像機２０の画面輝度を落とす信号、及びテレビ
ジョン受像機２０のチャンネルを変更する信号のいずれかをテレビジョン受像機２０へ出
力する出力部９とを設ける必要がある。
また、図５及び図６に示す実施の形態３及び４のような構成の画像表示制御装置１０を、
テレビジョン受像機２０に外付けするか、又は内蔵してもよい。
【００４３】
なお、以上のような画像表示制御のコンピュータプログラムはコンピュータにプレインス
トールして提供することも、また CD-ROM、 MO等の可搬型記録媒体で提供することも可能で
ある。さらに回線経由で提供することも可能である。
【００４４】
【発明の効果】
以上のように、本発明の画像表示制御装置及び記録媒体は、短時間で輝度、色彩等が激し
く変化する動画像、又は渦巻のような画像パターンが繰り返される動画像のような有害な
動画像が、表示しようとする動画像に含まれている場合は、画像信号を加工する、有害の
原因となっている静止画を削除する、この静止画を他の静止画に交換する、有害な動画像
を表示する前に予告メッセージを表示させる、画像表示装置の電源を切断させる、画面輝
度を低下させる、チャンネルを変更させる等するので、有害な画像が視聴者に及ぼす被害
を回避するという優れた効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【図１】実施の形態１のブロック図である。
【図２】判定の一例の概念図である。
【図３】加工処理の一例の概念図である。
【図４】実施の形態２のブロック図である。
【図５】実施の形態３のブロック図である。
【図６】実施の形態４のブロック図である。
【図７】実施の形態５のブロック図である。
【図８】実施の形態６のブロック図である。
【符号の説明】
１　メモリ（第１メモリ）
２　判定部
３　加工部
４　制御部
５　第２メモリ
６　メモリ
７　信号変換部
８　第２メモリ
９　出力部
１０　画像表示制御装置
２０　テレビジョン受像機
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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